
８
月
26
日
、
区
役
所
内
で
、
東
京
都

が
策
定
し
た
「
東
京
港
第
８
次
改
定
港

湾
計
画
（
案
）
」
を
中
央
区
と
区
議
会

に
説
明
す
る
港
湾
問
題
都
区
連
絡
協
議

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

「
第
８
次
案
」
は
「
世
界
に
誇
る
都

市
型
総
合
港
湾
・
東
京
港
の
創
造
を
め

ざ
し
、
東
京
港
の
再
編
・
拡
充
・
機
能

強
化
な
ど
を
は
か
る
」
と
い
う
も
の
で

（
裏
面
参
照
）
、
ば
く
大
な
税
金
投
入

に
な
り
ま
す
。

東
京
港
と
横
浜
港
で
奪
い
合
い
？

グ
ラ
フ
①
に
つ
い
て
私
は
、
京
浜
港

（
東
京
港
・
横
浜
港
・
川
崎
港
）
の
コ

ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
い
個
数
が
横
ば
い
の

中
、
東
京
港
が
増
え
た
分
が
横
浜
港
で

減
っ
て
い
る
（
破
線
円
）
。
貨
物
の
奪

い
合
い
だ
。
今
後
、
東
京
港
を
大
規
模

整
備
し
た
時
の
横
浜
港
へ
の
影
響
を
ど

う
考
え
る
か
と
聞
き
ま
し
た
が
、
都
は

具
体
的
な
デ
ー
タ
も
示
さ
ず
「
相
関
関

係
は
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

貨
物
量
の
目
標
は
未
達
成
な
の
に

「
京
浜
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾

計
画
書
」
で
は
、
15
年
の
取
り
扱
い
個

数
を
８
９
０
万
に
設
定
し
て
い
る
の
に
、

13
年
は
６
９
４
万
で
し
た
。
私
は
今
後

２
年
間
で
８
９
０
万
に
到
達
す
る
見
通

し
は
あ
る
の
か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

「
『
戦
略
港
湾
計
画
書
』
が
示
し
て
い

る
の
は
目
標
の
数
値
」
と
開
き
直
る
始

末
…
。
結
局
、
増
加
す
る
見
通
し
が
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
貨
物
量
は
過
大
な
見
積
も
り

２
年
後
の
目
標
達
成
の
見
通
し
が
立

た
な
い
な
か
、
都
は
、
将
来
貨
物
量
や

コ
ン
テ
ナ
大
型
船
の
増
加
を
過
大
に
見

積
も
っ
て
東
京
港
の
大
規
模
整
備
を
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
②
に
つ
い
て
私
は
、
実
線
部

分
と
比
べ
て
破
線
の
右
肩
上
が
り
（
矢

印
）
の
角
度
が
不
自
然
な
の
で
根
拠
と

な
る
計
算
式
を
求
め
た
と
こ
ろ
「
予
測

量
を
足
し
た
も
の
」
と
答
え
、
科
学
的

な
デ
ー
タ
は
示
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
過
大
な
見
積
も
り
に
対
し
て

の
都
の
説
明
は
腑
に
落
ち
な
い
。
計
画

通
り
行
っ
て
い
な
い
「
第
７
次
」
を
検

証
し
て
か
ら
「
第
８
次
」
を
策
定
す
べ

き
と
批
判
し
ま
し
た
。

日本共産党中央区議団ニュース

第７０８号 2014年9月7日

日本共産党中央区議団

中央区 築地 １ー１ー１
電 話 ３５４６-５５６３
ＦＡＸ ３５４６-９５７０

守ろう！日本の宝「憲法九条」

①

②

東京港

横浜港

都資料

都資料

→



ブログもごらんください 志村たかよしワールド 検索

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

過大な見積もりを立てて作った大規模港湾整備

計画。都だけでなく国も力を入れています。どれ

だけの税金が投入されるのでしょうか。鉄とコン

クリートのための公共事業そのものです。

ムダな公共事業や軍事費に税金を投入するので

はなく、災害に強い国土を作るべきです。市町村

に責任や負担を押しつけず、国が責任を持って国

民の生命と財産を守ることが求められています。
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